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子
育
て
サ
ロ
ン
講
座

「ほ
め
愛
＠
1
自
己
肯
定
感
ア
ッ
プ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
9
月
日
日
（火
）
、
ち
む
ぐ
く
る
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
中
心
に
、
お
子
さ
ん
、
保

育
士
、
学
生
、
夫
婦
、

子
育
て
サ
ロ
ン
サ
ポ
l
タ
l
、
総
勢
引
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
座
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
『お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に
」

（
く
す
の
き
し
げ
の
り
著
／
小
学
館
出
版
）
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
「
こ
の
絵
本
に
、
私
が
こ
れ
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
が
凝
縮
さ

れ
て
い
ま
す
」
そ
う
話
す
の
は
、
講
師
の
定
岡
み
ど
り
さ
ん
（ほ

め
愛
＠
自
尊
感
ア
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
イ
ル
ド

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）。
講
師
に
よ
る
と
、
ほ
め
愛
は
沖
縄
発
祥
と
の

こ
と
で
す
。

ま

「
今
朝
起
き
て
か
ら
、
褒
め
ら
れ
た
方
は
い
ま
す
か
」
と
講
師

が
問
う
と
、
会
場
か
ら
二
人
ほ
ど
手
が
あ
が
り
ま
し
た
。「
朝
起

き
て
息
子
に
。
か
わ
い
い
ね
。
と
言
わ
れ
た
」
や

「日
一那
さ
ん
に

ぷ
7

朝
も
朝
ご
は
ん
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
と
言
わ
れ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

講
師
よ
り
『子
ど
も
を
褒
め
る
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
。
褒
め

る
。
と
。お
だ
て
る
。
は
ち
が
い
ま
す
。褒
め
る
は
相
手
の
い
い

と
こ
ろ
を
素
直
に
言
葉
に
し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
二

方
、
お

だ
て
る
は
、
「
こ
の
言
葉
か
け
を
す
る
と
相
手
が
こ
う
行
動
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
な
1
」
と
い
う
よ
う
な
、
相
手
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
裏
に
あ
る
言
葉
か
け
で
す
』
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
人
を
大
き
な
木
に
例
え

「自
己
肯
定
感
は
木
の
根
っ

こ
の
部
分
。木
に
栄
養
が
必
要
な
よ
う
に
、
私
た
ち
の
心
に
も

栄
養
が
必
要
。褒
め
る
、
認
め
る
、
ね
ぎ
ら
う
、
感
謝
す
る
な
ど

の
肯
定
的
な
言
葉
が
心
の
栄
養
に
な
る
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

宇
品
’
レ
れ
九
。

講
座
で
は
、
木
が
描
か
れ
た
ワ
l
ク
シ
l
ト
に
自
分
の
い
い

と
こ
ろ
や
好
き
な
と
こ
ろ
を
書
き
入
れ
て
読
み
上
げ
、
自
尊
感

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
体
感
し
ま
し
た
。互
い
に
褒
め
た
り

褒
め
ら
れ
た
り
す
る
中
で
、
会
場
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
で
い
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
帰
っ
て
か
ら
早
速
、
子
ど
も
を
褒
め
た
く

な
っ
た
」
「
褒
め
ら
れ
て
、
大
人
も
こ
れ
だ
け
う
れ
し
い
の
だ
か

ら
、
子
ど
も
は
も
っ
と
う
れ
し
い
と
思
う
」
「
旦
那
さ
ん
、
子
ど

も
も
大
切
だ
け
ど
、
自
分
の
こ
と
も
も

っ
と
愛
し
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
た
」
な
、
と
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

［子育てサロンは、町内5ヶ所で開催しています。どうぞ、お気軽にお越しください。］
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音訳する記事の読み合わゼ

はえばる社協だより令和元年11月1日

一8
月
6
日
（
火
）
7
日
（
水
）
の
二
日
間
、
町
内
の

一
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
叩
代
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

一
ア
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

－

a
 

こ
の
研
修
会
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
活
動
を
通
し
て

人
と
人
と
の
鮮
の
大
切
さ
を

飢
で
感
じ
、
自
ら
で
き
る
こ

と
を
探
求
し
、
共
に
生
き
る

福
祉
の
ま
ち
ゃつ
く
り
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
」
を
目
的
に
開

催
し
南
風
原
中
学
校
、
南
星

中
学
校
の
生
徒
計
9
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

8
月
6
日
（
火
）
の
事
前
研

修
会
で
は
、
社
協
職
員
に
よ

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
」
の

講
話
、
が
あ
り
、
ク
イ
ズ
を
通

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神

や
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し

た。
そ
の
後
、
地
域
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
人
よ
り

自
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

談
「
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
」
の
話
、
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
担
当
者
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
施
設
利
用

者
、
施
設
全
体
に
活
気
を
与

え
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
3
コ
ー
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
者
か
ら
、
活
動
現
場
の － L..・E・－

の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

8
月
7
日
（
水
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
の
目
。
参
加
中
学

生
は
、

3
コ
ー
ス
の
活
動
か
ら

希
望
す
る
コ
ー
ス
を
選
び
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
。3

コ
ー
ス
は
、
神
里
地
域
で

取
り
組
む
高
齢
者
サ
ロ
ン
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
「
嬉
の
里
」
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
音
訳

体
験
で
す
。

体
験
活
動
で
学
ん
だ
こ
と

や
、
感
じ
た
こ
と
を
幻
日
（
水
）

の
報
告
会
で
、
先
生
や
地
域
の

方
の
前
で
報
告
し
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
で
、
少
し
で
も
ボ
ラ ボランティア活動についてお話の様子

弘司E

.... 
高齢者サロンでお茶を配る様子

（神里ゅうなの会） 体験活動の事前オリ工ンテーション音訳体験の様子
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ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
持

ち、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
思
い
や
り
の
心

（
ち
む
ぐ
く
る
）
が
育
つ
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
今
後
も
福

祉
教
育
を
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A. 

「婚の里J利用者とおしゃべり体験活動を報告する学生

8月20日（火）、 21日（水）に、「令和元年度町内学校教諭等福祉研修会Jを開催しました。研修内容は、講話と施設

見学（介護老人福祉施設嬉の里）、 「10代のボランティア研修会の報告会Jへの参加で、した。子どもが幼少時期から福

祉教育に取り組むことが必要と考え、町教育委員会と町社協が協働し、町内保育園、幼稚園、小学校、中学校、高校で福

祉教育推進事業を展開しています。南風原町社協の福祉教育推進事業に立ち上げ当初から関わってくた、さった神里博

武氏より「福祉とは、福祉教育とはJまた、こども相談支援センターゆいまわる代表仲間知穂氏より「気になる子も共に

地域で育てるjのご講話をいただき、町社協より「南風原町の福祉教育についてJの説明を行いました。

研修会参加者は、福祉教育の大切さがわかり、学校、地域、家庭の連携のもと子どもたちに福祉教育を育むことが大

切であることを学んで、いました。施設を見学したり利用者とのふれあい体験、 また「地域連携Jという、積極的に地域の

ために尽力している施設の取り組みを知り、地域全体で南風原町をよくしていこうとする考えに感動していました。
( 

、ーー1[1L_田昌国L血
神里博武氏による講話の様子 仲間知穂氏による講話の様子介護老人福松施設r~喜の里jでのふれあい体験の様子

＠博愛病院
l _11・1主み良し主主15'2作り街地域と共に ！ニl

発達障害・不安・うつ
物忘れ・睡眠・介謹の相談
アルコールに関する相談

。デイサービスセンターはくあい
南風原町字新川485-1TEL(098)889-4830 

宜野座ビル管理
代表取締役伊芸美香

〒901-1112 ：南風原町字本部 461番地－55
TEL: (098) 889-6488 

i/!!Jlf-;'f>(t It!.~ l1f.抑制鰍・;'#M ・ ll!KLl/I脚柳畑 ｜｜

~酉!!I.DE霊童

③諾
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南風原町社協では、社会福祉の専門職の育成に寄与する目的で、毎年、実習生を受け入れしてい

ます。今年も 8月1日から 9月3日までの約 1か月間にわたり 3人の学生を受け入れ、地域福祉

活動の現場見学や相談援助に関する関係職員から指導・助言を行うなど、様々なプログラムに参

加してもらいました。実習最終日に実習をとおして得られた成果について報告しました。様々な

経験をとおして多くの学びを得ることのできた実習だったと思います。

実習報告会の内容は次のとおりです ．、.：ー：－ ム 凶i

［ワン文香：日本福祉大学］
一 一 一 一

( 1 ）個別支援計画

( 2）地域アセスメントと支援

テーマ f住民の福祉教育のためのボランティア活動の整備J
( 3）感想 10代ボランティア研修会

人や地域、社会のつながりを大切にするために社会福祉協議会がどの

ように仕掛けていくのか考えることが楽しかった。演習テーマの設定

から自分なりの調査項目の設定、実施などの課程を体験できたことは

大きな学びになったと思います。

［平良力斗：沖縄大学］

( 1 ）個別支援計画

( 2）地域アセスメントと支援 24時間テレビ募金活動①
テーマ：「ひきこもりに対して社会福祉士としてどのような支援やサ

ポートが必要かj

( 3）感想

実習に参加して福祉に対するイメージが変わったと思う。特に障害に

対する理解を深めることができたと思う。実習をとおして社協の役割

など色々学ぶことができた。

［具志堅杏里：沖縄国際大学］ ．．． 」‘・：....－.－
24時間テレビ募金活動②

( 1 ）個別支援計画

( 2）地域アセスメントと支援

テーマ： 「若者の地域参加についてj

( 3）感想

社協の活動が個別支援から地域支援まで、と幅広いことを知ることがで

きた凋こ（自立支援Jが大切であるが難しいことだということが実習 r""'u-園 田料品留置
のc:pで実感させられた。社協が住民に近いところで支援していること

を知ることができた。 町内教諭等福祉研修会

f社会福祉法人千尋会「嬉の里」
介護に関することなど

お気軽にご相談下さい。
三葉覆百

・介護老人福祉施設鍵の皇
・1きの里 ショートステイ
・1遣の里デイサービス

・熔の里指定居宅介護支援事業所
・特定有料老んiiiームむつみ寮
・委託事業 （南風原町社協委託）
．給食サービス

ー短時間パート募集中一

・・・・・・・・・・..司・r~】．図圃圃圃圃圃圃圃圃

沖縄県南風原町字新川 538番地
TEL (098) 888-0591 
FA×（098) 889-8420 

｜ 介護支援センヲー とき ｜ 
住み慣れた地域で、自分らしく普通に安全で安心して暮らせるお手伝い

をさせてください。

＊デイザーピス
O営業日・時間
月～土、祝祭日も営業（8:3ο～17: 30) 
O休業日
日曜日、旧盆、年末年始（12/31～1/3)

穴住宅型有料老人ホーム（小規綴）

南風原町字宮平426番地 19（北丘ハイツ内） !,EL (098) 888-0515 
ホームページ：toki-kaigo.com
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： 8月25日（日）、南風原町内の中高校生が24時間テレビ『愛は地球を救 ,: eーiI : ~－ C1 : 
－ うj募金活動を行いました。イオン南風原店、マックスバリュー一日橋店、サ .I li~ '.1 －~－1} a 1，~ J ~ 
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； どの［災害復興支援J、清掃活動、環境保全活動な ープ ー－ -=-i Cl:!F内耳玄稿F嗣：
： どの「環境保護活動支援J事業に活用されています。ーよふ議長溺 宮持活官＼！
・ 参加した中、高校生は募金活動の目的や募金がど ~－~~~・~＂＇~＇~：w~.c幽 i号も」目白二~－ i • 

： のように活用されるかを社協職員より説明受け、 ＂＇！b!i~ 輔母宅~ ~＼~凋阻ヅ置：
： 一生懸命募金活動に取り組んでいました。 ~』 ？？？吋 l 守 重－ .
・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・

医療法人 正清 会 理事長 久田 研 二
／ 、、 ／ 、、／ 司、

久介護老人保腿施設うりずん 田 病 院 就労断続支援B型事業所

干901-1301
精神科 ・心療内科・ 老年精神科 ライフサポート久田

詰i18却1行動，'11.i去を実施しています．

うJJlllht町宇仮l込敷1281-1
TEL. 098・944-7000

〒901-1101南風原町字大名275番地

FAX. 098-944・7003
TEL. 098・889-3206 FAX. 098-889-5311 干900-0014

E-mail : u1 izun@eos.ocn.ne.jp 
URL目http://kudahp.jp/ ]J[I紛hl1怯rn2・15-27

E-mail . kuda-ph@lea.ocn.ne.jp TEL・ FAX. 098・867・7890
, ＼ ノ
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日
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い
いは人
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はえばる社協だより

手堅
持あ
霊童；
委車
貝広
』－ :z玄
の福
取祉
り協
組議
み会
にの
っ
い
て

あ
さ
と
し
げ
の
り

O
安
里
重
則

（
民
生
・児
童
委
員
／
宮
平
区
）

天
草
市
は
、
平
成
ゆ
年
3
月

に
合
併
し
、
当
時
の
人
口
は

9
9
・3
3
1
人
、
高
齢
化
率

却

1
%で
あ
っ
た
が
、
平
成
引

年
度
は
人
口
8
0
・2
3
5人、

高
齢
化
率
却

・2
%と
少
子
高

齢
化
、
が
進
む
市
で
す
。
そ
の
中

で
、
小
学
校
の
統
廃
合
も
進
み
、

子
ど
も
た
ち
自
体
が
地
域
と

の
関
わ
り
ゃ
高
齢
者
と
の
触
れ

令和元年11月1日

研修の樟子

あ
う
機
会
、
が
大
幅
に
減
る
傾
向

に
あ
る
た
め
危
機
感
を
感
じ
、

子
ど
も
た
ち
に
も
今
後
社
会
の

一員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
子
ど
も
民
生
委

員
の
取
り
組
み
を
平
成
刀
年
度

か
ら
1
校
引
人
か
ら
始
ま
り
今

年
度
は
り
校
6
3
7人
の
子
ど

も
民
生
委
員
、
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
天
草
市
子
ど
も
民
生
委
員

に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
信
条
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
発
的
な

活
動
へ
導
い
て
い
ま
す
。

活
動
は
、
学
校
の
指
導
の
下
、

民
生
委
員
・児
童
委
員
及
び
地

域
の
各
団
体
等
と
協
働
し
、
小

学
校
区
内
に
お
い
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
①
ひ
と
り
暮
し
高
齢

者
宅
の
マ
ッ
プ
情
つ
く
り
、
②
高

齢
者
サ
ロ
ン
利
用
者
と
の
交
流
、

③
河
歳
以
上
の
世
帯
を
訪
問
、

な
ど
で
す
。
子
ど
も
民
生
委
員

の
委
嘱
は
各
学
校
に
お
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
学
年

は
各
学
校
に
任
せ
て
い
る
よ
う

で
す
。今

回
の
研
修
で
、
社
会
を
元

気
に
す
る
に
は
、
大
い
に
子
ど

も
た
ち
の
協
力
を
得
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た。

至。
！き 長3
語尾お

ラ栄示
麗正与
J京

学
校
校
区

天
草
市
の
福
祉
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
が
あ
り
、
将
来
の
高

齢
者
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
福
祉
活
動
を
推
進
・運
営
し

て
い
る
か
が
よ
く
理
解
で
き
ま

し
た
。
ど
こ
の
地
域
も
将
来
迎

え
訪
れ
る
高
齢
化
。
天
草
市
の

「
子
ど
も
民
生
委
員
」
の
取
り

組
み
ゃ
活
動
報
告
で
、
天
草
市

子
ど
も
民
生
委
員
の
誕
生
し

た
経
緯
を
聞
く
中
で
、
学
校
と

の
信
頼
関
係
、
が
重
要
な
力
ギ
で

あ
る
こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。
福

祉
と
教
育
は
現
場
で
も
行
政
で

も
な
か
な
か
交
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
民
生
委
員
の
仕
事

は
「い
つ
で
も
、
な
ん
で
も
、
ど

ん
な
事
で
も
、
気
軽
に
話
せ
る
、

顔
の
見
え
る
関
係
恥
つ
く
り
」
「大

切
な
の
は
、
日
頃
の
お
つ
き
あ

い
」だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
担

当
者
の
説
明
で
は
、
学
校
と
の

信
穏
つ
く
り
が
大
変
で
大
切
で

あ
る
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

子
ど
も
民
生
委
員
は
、
学
校

長
が
委
嘱
す
る
の
で
は
な
く
、

社
協
会
長
、
が
委
嘱
し
、
ま
た
社

協
か
ら
の
福
祉
教
育
助
成
金

で
活
動
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
、

行
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
ひ

と
つ
に
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
地
域
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
ね
、

花
を
贈
る
活
動
に
は
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
と
の
関

わ
り
の
中
で
、
将
来
こ
の
子
ど

も
た
ち
も
い
つ
か
福
祉
に
対
し

林市蔵氏（民生委員制度創設者）の胸像

て
目
を
向
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
、
期
待
し
ま
す
。

団よなみね歯科クリニック
午前9:30～午後6:30

午前9:30～午後s:oo
午前9:30～午後6:00

午前 9:30～午後 1:oo 

南風原町宮平59-21-1Tel(098)800-7005 

包翠B
一般歯科
小児歯科

cmm日曜日

εmmi) 
月・火・水・金

土

祝祭日

木

天草市社協会長（市長）とともに
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経
済
的
な
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
医
療
費
、学
資

資
金
な
ど
の
借
り
入
れ
、
借
金
に
関
す
る
こ
と
、
財
産
問
題
、
法

律
問
題
、高
齢
者

・
障
が
い
（
児
）
者
の
相
談
、
福
祉
制
度
の
利
用
、

！

、
，

子
ど
も
の
不
登
校
、
虐
待
、
D
V
（ド
メ
ス
テ
イ
ツ

戸
肝
恥
問
主
ク

・バ
イ
オ
レ
ン
ス
て
そ
の
他
、
ど
ん
な
こ
と
で

月
比

a
szも
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

’
h

人

S
地
域
担
当
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
｜
シ
ャ
ル
ワ

l

，恥
盤・ヨ

カl
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
員
ら
が
問
題
解
決
に

rb弘
向
け
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※お住まいの字自治会以外の

場所でも相談できます。

※予約不要。栂談は無料で、

秘密は厳守いたします。

11月～12月の相談日と場所は下表の通りです。

相 談場 所 11月 12月 時間 定例日

与那覇コミュニティーセンター 26日（火）17日（火） 10時～12時

宮域構造改善センター 13日（水） 11日（水） 10時～12時 第2水曜日

大名公民館 22日（金）27日（金） 10跨～12筒 第4金曜日

新川コミュ二ティーセンター 8日（金） 13日（金） 10時～12時 第2金曜日

東新川災害時避難施設 12日（火） 10日（火） 14時～16時 第2火曜日

なーでえらシーサー館 15日（金）20日（金） 14時～16時 第3金曜日
（宮平獅子舞・伝統芸能保存継承資料館｝

:lt.Eiハイツ集会所 14日（木） 12日（木） 14時～16時 第2木曜日

兼域公民館 5日（火） 3日（火） 13時半～15時半

本部公民館 28日（木） 26日（木） 14時～16時 第4木曜日

喜屋武集落センター 13日（水） 11日（水） 10時～12時 第2水曜日

照屋農村コミュニティーセンター 68（水） 4日（水） 10跨～12時 第1水曜日

津嘉山地域振興資料館 11日（月） 9日（月） 10時～12筒

山川集落センター 27日（水） 25日（水） 10時～12時 第4水曜日

神里構造改善センター 20日（水） 18日（水） 13時半～15時半 第3水曜日

兼本ハイツ集会所 14日（木） 12日（木） 14跨～16時 第2木曜日

第一団地集会所 15日（金） 20日（金） 14時～16跨 第3金曜日

第二団地集会所 5日（火） 3日（火） 14時～16時

TEL (098) 889・3213お問い合わせ：南風原町社会福祉協議会

ι 

劣信：1/,)__)j,向J州＇／＂！1!~~.J.／－~川＇／~！i'.JJ？~）；｛~－＇I,{:}ぷ吸盤ρグ却？a~ ~~[Q]k家臨~~要望室を蔚催（I~ま~：た
’w:~ 吻／命力η；.~d'D;刀ηゆ初期がお~訪~dh)滋

9月13日（金）、第2回家族介護教室 『認知症予防の大切さについて

～今日からできる 体 操 運 動 交流への取り組み～jが開催され、町

内より総勢40人の参加がありました。

豊見城中央病院認知症看護認定看護師外間政也氏を講師に迎え今

回の講演会では、日頃からの健康生活習慣が認知症予防につながることや、

認知症の方を r1人の人jとして大切にしていく事について話されていました。

また、昔の事を思い描く回想法や運動療法、運動と認知トレー二ングを組み

合わせたコグ二サイズという新しい運動法を、実際に参加者全員で実践して

体を動かしながら笑いながらと楽しい講演会になりました。

参加した皆さんより、「認知症に対する知識や理解が広まったjf接し方に

も考えさせられることが多くあったjf親を最後まで大切lこしたいと思うjな

とTこくさんの苔をいただきました。

日

場

講

お問い合わせ：

南風原町在宅介護支援センター（南風原町社協内）

TEL(098)889-3502 （担当 ：下地・大城）

時：12月17日 （火） 午後1時30分～3時30分

所：南風原町総合保健福祉防災センター 一

（ちむぐくる館） ホール 同吋

きょたか

師：大城清貧氏（豊見城中央病院

摂食臓下障害看護認定看護師）

申し込み：12月3日（火）まで
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軍60).:fl需と ‘’飛行機とお魚t~い司き！~ 佐藤 室長 （字大名）

じます。

朝、 目が覚めると隣で首を痛めそうな格好で気持ち

よさそうに眠る息子の姿があります。旦那さんと息子

のそっくりな寝顔を見ている時、私は幸せだなあと感

患子は2歳になり、やっと少しず、つ言葉が出てきたマイペース組で、す。飛

行機とお魚が大好きで、「ママJよりも先に「アナ（ANA）」や「工イJと言いま

した。どんなに小さく見える飛行機でも大声を出して私に教えてくれます。

お出掛けする時は必ず魚の図鑑と飛行機のおもちゃを持って出発で、す。水

族館に連れて行くと、ジンペイザメの水槽の前で何時間でも目を輝かせて

見ています。

私達は旦那さんの転勤で息子が6ヶ月の時に南風原町にヨ｜つ越して来ました。子育てサロンや支

援センターに通って、私も恵、子も毎日楽しく過ごしています。出会う人、皆さんがとても良くしてくれ

本当に感謝しています。これからも息子と一緒にゆっくり成長していきたいで、す。

共同募金
チャリティークリスマスコンサート
チャリティーコンサートの収益金は、南風原町共同募金委員会をとおして、町

社協が実施する地域福祉事業及び、地域で、支援を必要とする方が安心して新しい

年を迎えられるように支援などに有効に活用します。

※収益金は赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金に寄附されます。

主 催 ：沖縄県共同募金会南風原町共同募金委員会 ・南風原町社会福祉協議会

日 時 ：令和元年 12月21日（土）午後2時～（開場： 午後1時30分）

場 所 ：南風原町立中央公民館黄金ホール

チケット：1,000円小・中学生 ：500円

※販売は11月中旬頃から予定

演： 外間三枝子、くがに合唱団、

南風原中学校吹奏楽部、他

右越監っせ：沖縄県共同募金会南風原町共同募金委員会

南風原町社会福祉協議会

JEし（098)889-3213 （担当： 赤嶺）
（去年の様子）

｜ ご寄附あリがピうございまじた （令和元年9月旧から9月30日まで） ｜ 
｛一般寄附］

宮里竜世 様（字新J11) 1万円

チャリティ芸能公演実行委員会
（実行委員長興那嶺芳夫様） 651,288円

第32回社協福祉活動資金造成チャリティ芸能

公演収益金として

［香典返し］

新垣正富様（字与那覇） 10万円

故母新垣千代 様の香典返しとして

宮城澄子様（字本部） 10万円

故夫宮城兼造様の香典返しとして

お亡くなりになられた方の御冥福を心からお祈り申し上げます

印刷／（有）サン印刷 干901・1111 南風原町兼城 577 TEL.098-889-3679 


